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こんなことが出来ます！

マルチシート掛けが一人でできます。
さらに、シート押え具が苗の添え木となり、添え棒の支えとなります。
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【解決したポイント】
　「シート押え具」は、円弧状の押え部と苗の
添え木となる支柱部を備え、さらに添え棒支
持部を付加したことで、マルチシート固定～
苗穴周囲の押え～苗の添え木固定～添え棒
の設置までの一連の作業が軽減できる。

【従来の問題点】
●畝のマルチシート掛けは風などでシートが飛ば
され一人作業が困難であった。
●マルチシートの固定、苗の添え木はそれぞれ単
機能の製品を使用していた。
●作物の成長に必要な添え棒の設置は互いの結
束による固定が必要であった。

　マルチシート固定、添え木固定、添え棒固定の
３ステップ作業が、一本の「シート押え」で楽にで
きます。
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ステップ 1：マルチシートが風で飛ばないように一方に「シート押え具」を差し込んで仮固定し、他方を
引っ張りながら敷くことで、一人でマルチシート掛けができる。

ステップ 2：マルチシート固定後に、苗を植える位置に「シート押え具」を差し込む。そのとき「シート押
え具」の押え部により中心に円弧上の窪みが付き、水やりが容易になる。また、苗が倒れない

。るきでが定固木え添、い使を部柱支の」具え押トーシ「、にうよ
ステップ 3 。む込し差に畝てせさ差交を棒え添に部持支棒え添の」具え押トーシ「、とるす長成が苗：
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